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憲
法
施
行
75
周
年
の
節
目
と
な

る
５
月
３
日
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

規
模
縮
小
し
て
き
た
『
憲
法
集
会
』

が
３
年
ぶ
り
に
有
明
防
災
公
園
で

開
催
さ
れ
、「
改
憲
発
議
許
す
な
！
」

と
１
万
５
千
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

退
職
者
会
の
参
加
者
は
11
人
で
す
。

　

す
べ
て
の
戦
争
を
否
定
し
よ
う

　

９
条
の
思
想
が
今
こ
そ
必
要
だ

　

主
催
者
挨
拶
で
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
藤
本
さ
ん
は
、「
ロ
シ
ア
の
侵

略
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
こ
れ
以

上
市
民
の
犠
牲
を
出
す
な
。
即
時

撤
退
せ
よ
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
や

核
兵
器
保
有
等
の
軍
事
力
増
強
は

雇
用
増
加
な
ど
社
会
保
障
が
機
能

せ
ず
命
を
落
と
す
人
が
い
る
。
９

条
は
不
戦
の
誓
い
と
同
時
に
、
国

の
金
を
軍
事
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
生
活
の
た
め
に
使
う
仕
組
み
だ
」

と
、
憲
法
を
守
り
活
か
す
こ
と
の

重
要
性
が
次
々
と
訴
え
ら
れ
、
７

月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
次
第
で

憲
法
９
条
が
危
機
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
と
、
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
集
会
後
、
初
夏
を
思

わ
せ
る
陽
射
し
の
中
、
台
場
ま
で

「
戦
争
反
対
！
」「
改
憲
阻
止
！
」

を
訴
え
て
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

上野原のパワースポット
軍刀利神社奥社大カツラ

５・３憲法集会

改憲発議許さない！

司会は東京清掃の
高木陽介さん

国
民
生
活
を
圧

迫
し
、
他
国
の

脅
威
と
さ
れ
て

地
域
の
平
和
は

壊
れ
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
現
実

は
、
憲
法
９
条

の
戦
争
否
定
の

思
想
が
本
当
に

必
要
な
こ
と
を

示
し
た
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
の

　

結
果
次
第
で

　

９
条
改
憲
阻

　

止
は
危
機
に

　

各
界
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

「
憲
法
９
条
は
戦
後
最
大
の
危
機

だ
。
自
民
党
や
岸
田
は
名
実
と
も

戦
争
で
き
る
国
に
変
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
軍
事
同
盟
や
軍
事
力
に

よ
る
抑
止
は
軍
拡
の
応
酬
と
相
互

不
信
を
広
げ
る
だ
け
だ
」、「
社
会

的
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
を
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
外
交
や
経
済
を
語

る
土
俵
に
は
上
が
れ
な
い
。
女
性

は
前
に
出
て
主
張
し
よ
う
」、「
沖

縄
の
現
実
や
米
軍
の
横
田
空
域
の

存
在
等
の
治
外
法
権
を
許
す
な
。

沖
縄
の
復
帰
は
声
を
上
げ
て
実
現

し
た
。
声
を
上
げ
よ
う
」「
非
正
規



２

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2022 年５月
　
　
　
　
　
　
　

既
に
お
知
ら
せ

し
て
あ
る
よ
う
に
、
６
月
10
日
、

３
年
ぶ
り
の
「
対
面
」
方
式
に
よ

り
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
様

の
方
式
で
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
簡

略
化
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
①

東
京
清
掃
以
外
の
来
賓
挨
拶
を
辞

退
願
う
、
②
報
告
・
提
案
を
簡
素

化
し
開
催
時
間
を
圧
縮
、
③
懇
親

会
を
中
止
す
る
な
ど
の
対
応
を
組

み
合
わ
せ
て
行
う
つ
も
り
で
す
。

　
「
開
催
案
内
」「
出
欠
連
絡
兼
委

任
状
」と
あ
わ
せ
て
、総
会
議
案（
①

活
動
方
針
、
②
役
員
選
出
要
綱
改

正
、
③
旅
費
支
給
基
準
改
正
、
③

オ
ー
バ
ー
傘
寿
会
員
制
、
⑤
会
計

予
算
）
を
送
り
ま
す
の
で
、
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
案
の
最
終
版
は
５
月

23
日
開
催
予
定
の
幹
事
会
で
確
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
も
考
慮
し
て
開
催

し
ま
す
。
是
非
参
加
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
顔
を
会
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
 

第
14
回
定
期
総
会
に

 　

参
加
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
懇
親
会
見
合
わ
せ
も
…

通
常
方
式
の
開
催
前
提
だ
が
…

開
催
案
内
を
お
く
り
ま
す

５
月
26
日 

芝
・
大
門
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク増上寺本堂

　

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

「
芝
・
大
門
」
め
ぐ
り
で
す
。

▼
開
催
日　

５
月
26
日
（
木
）

▼
集　

合　

10
時　

芝
公
園
駅
前

▼
コ
ー
ス　

芝
公
園
駅
〜
丸
山
古

　

墳
（
都
内
最
大
級
）
〜
東
照
宮

　

〜
宝
珠
院
弁
天
池
〜
も
み
じ
谷

　

〜
増
上
寺
と
徳
川
墓
所
（
秀
忠

　

は
じ
め
６
人
の
将
軍
の
墓
）
〜

　

ラ
ン
チ
で
ビ
ー
ル

▼
会　

費　

２
千
５
百
円

　

お
早
め
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

６月10日

第１４回定期総会の案内

■開催日　６月 10 日（金）
■会　場　清掃会館地下ホール
■主な次第　10：00　受付開始
　　　　　10：15　開会
　　　　　12：15　総会終了
　　　　　12：30　懇親会開会
　　　　　14：30　懇親会中締

総
会
で
懐
か
し
い
顔
も
…

　
　
　
　
　
　
　

４
月
12
日
に
、

小
泉
栄
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
73
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ば

か
り
の
突
然
の
逝
去
で
し
た
。

　
「
サ
カ
エ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
た
小
泉
さ
ん
は
、

清
掃
一
家
小
泉
兄
弟
の
末
弟
で
、

東
京
清
掃
の
書
記
と
し
て
有
楽
町

時
代
の
清
掃
本
部
で
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
清
掃
局
職
員
に

転
じ
、
深
川
支
部
、
杉
並
西
支
部

で
役
員
を
歴
任
し
ま
し
た
。

訃
報

小
泉
さ
ん
の
真
骨
頂
は
、
筋
を
曲

げ
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

今
年
の
２
月
、
所
用
が
あ
っ
て

電
話
を
さ
し
上
げ
た
と
き
は
、
い

つ
も
と
変
ら
な
い
様
子
で
し
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
突
然
の
お
別
れ

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
謹
ん
で
故

人
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

参
加
連
絡
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
お
早
め
に
。

小
泉  

栄
さ
ん
逝
去

　

愛
嬌
の
あ

る
笑
顔
が
印

象
的
だ
っ
た

2010 年 3 月　　
退職者送別会にて
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﹃
経
済
財
政
諮
問
会
議
﹄
は

　

負
担
増
と
給
付
の
抑
制
を
提
起

　

官
邸
と
財
界
合
作
に
よ
る
行
革

を
提
言
す
る
『
経
済
財
政
諮
問
会

議
』
は
、
昨
年
末
、
社
会
保
障
改

革
工
程
を
示
し
、
医
療
・
介
護
に

つ
い
て
別
記
の
見
直
し
を
求
め
ま

し
た
。
ま
さ
に
全
面
改
悪
で
す
。

　

﹃
規
制
改
革
推
進
会
議
﹄
は
介
護

　

施
設
職
員
配
置
基
準
引
下
げ
論
議

　

安
倍
政
権
か
ら
引
継
ぐ
『
規
制

改
革
推
進
会
議
』
も
昨
年
末
、
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
活
用
に
よ
る
有
料
老
人

は
、「
介
護
は
高
度
な
対
人
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
職
員
削
減
は
ケ
ア
の
質

低
下
、
職
場
環
境
悪
化
に
つ
な
が

る
」と
、慎
重
姿
勢
を
求
め
ま
し
た
。

　

介
護
等
労
働
者
の
処
遇
改
善
は

　

﹁
新
し
い
資
本
主
義
﹂
の
実
現
？

　

看
護
・
介
護
・
保
育
分
野
の
処

遇
は
国
が
定
め
る
「
公
定
価
格
（
公

的
価
格
）」に
し
ば
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岸
田
政
権
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

処
遇
改
善
を
提
案
し
、「
新
し
い
資

本
主
義
」
の
実
現
へ
向
け
る
と
し

て
、
安
倍
政
権
時
代
の
『
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議
』
を
改
組

し
た
『
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築

会
議
』
の
下
に
『
公
的
価
格
評
価

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
公
定

価
格
」
の
あ
り
方
を
検
討
、「
介
護
・

障
害
・
保
育
分
野
の
慢
性
的
人
出

不
足
の
要
因
は
、
業
務
負
担
と
賃

金
水
準
の
低
さ
」
と
指
摘
、
３
％

の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、『
社
会
保
障
審
議
会
介

護
報
酬
分
科
会
』
は
、
２
月
に
報

酬
新
加
算
制
度「
介
護
職
員
等
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
な
ど
支
援
加
算
」
を
答

申
し
ま
し
た
。
10
月
以
降
も
３
％

程
度
（
月
額
９
千
円
相
当
）
の
引

上
げ
が
継
続
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

介
護
関
連
労
働
者
の

　

大
幅
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
！

　

政
府
決
定
に
対
し
連
合
は
、「
22

報
酬
改
善
で
は
不
十
分
、
全
産
業

平
均
水
準
に
達
す
る
ま
で
処
遇
改

善
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
を
表
明

し
ま
し
た
。
一
方
、資
本
側
は
「
効

率
化
・
適
正
化
議
論
を
並
行
し
て

行
う
べ
き
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
分
を

「
公
的
価
格
」
に
上
乗
せ
し
て
も
、

事
業
者
の
裁
量
に
よ
り
、
個
々
の

労
働
者
に
賃
金
改
善
が
行
き
渡
ら

な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
、「
賃
金
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
、
適
切
な
担
保
策
を
講
じ
る
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
し

た
賃
金
交
渉
可
能
な
形
態
の
明
確

化
な
ど
の
措
置
が
必
要
で
す
。

　

22
年
は
介
護
制
度
改
訂
の
検
討
期

　

新
た
な
改
悪
を
阻
止
し
よ
う
！

　

介
護
保
険
制
度
は
３
年
サ
イ
ク

ル
で
見
直
し
さ
れ
ま
す
。
22
年
度

は
24
改
訂
へ
向
け
た
検
討
期
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
懸
命
に
働
く
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
向
け
て
、

岸
田
政
権
は
、
今
年
２
月
か
ら
９

月
ま
で
の
賃
金
を
３
％
（
９
千
円
）

程
度
引
き
上
げ
る
予
算
措
置
を
講

じ
、
10
月
以
降
も
同
様
の
措
置
を

行
え
る
制
度
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
医
療
・
介
護
の
利
用
者

負
担
見
直
し
や
介
護
施
設
職
員
配

置
基
準
引
下
げ
な
ど
制
度
改
悪
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。『
自
治
体
退

職
者
会
ニ
ュ
ー
ス
』
を
参
考
に
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
報
告
し
ま
す
。

経済財政諮問会議の
医療・介護改悪提案

①医療・介護の金融資産等保有状況
把握による利用者負担の見直し

②後期高齢者医療窓口負担の再見直し
③外来診療時定額負担の対象拡大
④医療・介護の「現役並所得」判断基

準見直し
⑤介護保険軽度者の生活援助サービ

ス等見直しと地域支援事業への移行
⑥介護ロボット活用等による生産性向

上、介護助手など多様な人材活用
⑦介護認定率、介護費の地域差分析、

給付費適正化

ホ
ー
ム
等
介
護
職
員

配
置
基
準
の
見
直
し

（
入
所
者
３
名
に
１

名
↓
「
４
対
１
」
に
）

等
を
提
案
し
、
政
府

は
①
機
器
等
活
用
に

よ
る
夜
間
見
守
り
、

②
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
、
③
介
護
助
手
活

用
等
の
「
実
証
実
験
」

を
始
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
全

国
老
人
施
設
協
議
会

新
た
な
利
用
者
負

担
増
な
ど
の
制
度

改
悪
を
阻
止
し
ま

し
ょ
う
。

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
利
用
者
負
担
増
等
の
改
悪

▼
▼
▼ 

介
護
保
険
を
め
ぐ
る
２
０
２
２
年
の
動
向 

▼
▼
▼
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東京清掃と退職者会は、７月の　
参議院選挙では自治労組織内候補

『鬼木まこと』さんを推薦しています。

　

４
月
14
日
、「
立
憲
野
党
共
闘
で

参
議
院
選
に
勝
利
し
︿
壊
憲
﹀
攻

撃
を
阻
止
し
よ
う
！
４
・
14
労
働

者
・
市
民
集
会
」
が
、
文
京
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
参
議
院
選
に
向
け
て
全

国
行
脚
中
の
辻
元
清
美
さ
ん
。
土

井
た
か
子
さ
ん
の
思
い
出
や
自
社

さ
政
権
、
民
主
党
政
権
時
代
の
こ

と
、
国
鉄
闘
争
解
決
へ
の
努
力
等

を
話
し
た
後
、「
次
の
衆
院
選
ま
で

待
っ
て
い
た
ら
、
日
本
の
政
治
は

ま
す
ま
す
悪
い
方
向
へ
行
き
か
ね

な
い
」
と
、
自
身
の
参
院
選
立
候

補
の
理
由
を
語
り
ま
し
た
。

　　

中
曽
根
を
含
め
戦
争
体
験
者
は

改
憲
に
慎
重
だ
っ
た
。
野
党
第
一

党
も
合
意
で
き
る
内
容
で
な
け
れ

ば
改
憲
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
考
え
方

だ
っ
た
。
お
か
し
く
な
っ

た
の
は
、
安
倍
政
権
か
ら
。

改
憲
手
続
法
も
安
保
法
制

も
、
一
方
的
に
強
行
し
た
。

炉
は
ミ
サ
イ
ル
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

　

日
本
は
ロ
シ
ア
を
説
得
で
き
る

位
置
に
あ
る
。
世
界
の
紛
争
を
仲

介
で
き
る
。
憲
法
９
条
を
使
っ
て

仲
介
外
交
す
べ
き
だ
。

　

日
本
の
よ
う
な
「
野
党
は
反
対

ば
か
り
」
論
は
欧
米
に
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
野
党
の
議
員
活
動

支
援
の
た
め
の
資
金
が
配
ら
れ
て

い
る
。
議
会
に
「
野
党
の
日
」
も

あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
予
算
委
員
会

委
員
長
は
野
党
と
決
ま
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
野
党
は
徹
底
的
に
反

対
ば
か
り
す
る
。
し
っ
か
り
批
判

で
き
る
野
党
が
必
要
だ
。
私
は
、

労
働
者
の
政
権
を
つ
く
り
た
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
連
日
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
ち
ょ
っ
と
寒

い
日
、
４
月
の
19
日
行
動
が
国
会

議
員
会
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
ス
ピ
ー
チ
で
法
律
家
団

体
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
口
実

に
緊
急
事
態
条
項
や
９
条
改
憲
の

議
論
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
等
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
応
は
憲
法
を
変
え
な
く
て
も
対

処
で
き
、
足
り
な
け
れ
ば
法
改
正

す
れ
ば
い
い
。
改
憲
反
対
の
声
を

あ
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
参
議
院
選
で
改
憲
勢

力
に
３
分
の
２
を
取
ら
せ
な
い
こ

と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日比谷メーデーで東京清掃の　　
参加者に挨拶する鬼木まことさん

　

大
坂
は
維
新
と
公
明
だ
け
に

な
っ
た
。
改
憲
勢
力
だ
。。
自
民
・

公
明
・
維
新
が
参
院
で
３
分
の
２

を
と
る
と
、
維
新
が
目
指
す
か
た

ち
で
の
改
憲
に
向
か
う
。
維
新
が

野
党
第
一
党
に
な
れ
ば
危
な
い
。

悪
法
を
つ
く
る
政
党
を
大
き
く
す

る
こ
と
は
よ
く
な
い
。

　

最
近
、
立
憲
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て

い
る
。
野
党
第
一
党
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
い
と
ま
ず
い
。
野
党
が

し
っ
か
り
し
な
い
と
、
参
院
選
後

は
３
年
間
国
政
選
挙
が
な
い
の
で
、

与
党
の
や
り
た
い
放
題
に
な
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
問
題
で
敵

基
地
攻
撃
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
は
戦
争
を
で
き
な
い
。
原
発

が
海
岸
線
に
54
基
も
あ
る
。
原
子

ロシアのウクライナ侵略反対！即時撤退！
改憲発議反対！辺野古新基地建設中止！

辻
元
清
美 

﹁
憲
法
を
語
る
﹂

安
倍
の
強
権
政
治
は
許
せ
な
い

維
新
は
危
険
な
勢
力

９
条
使
い
世
界
平
和
に
貢
献
を

し
�
か
り
批
判
で
き
る
野
党
を
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４
月
８
日
、『
ロ
シ
ア
は
侵
略
を

や
め
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退

を
！
４
・
８
日
比
谷
集
会
』
が
野
外

音
楽
堂
で
開
か
れ
、
退
職
者
会
は

８
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
ロ
シ
ア
の
蛮
行
は

断
じ
て
許
せ
な
い
。
こ
れ
に
乗
じ

て
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
、
ア
メ

リ
カ
の
核
共
有
、
非
核
三
原
則
の

見
直
し
な
ど
を
安
倍
等
が
煽
っ
て

い
る
。
力
を
合
わ
せ
て
、
参
議
院

選
挙
で
は
改
憲
勢
力
を
３
分
の
２

割
れ
へ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

非
核
運
動
団
体
の
方
は
、「
長
崎

出
身
な
の
で
核
は
い
け
な
い
も
の

と
捉
え
て
き
た
。
核
は
使
用
さ
れ

れ
ば
誰
も
助
け
に
入
れ
な
い
。
国

は
核
を
使
用
し
な
い
よ
う
模
索
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
棄
す
る

な
ど
許
せ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
女
性
の
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
多
く
の
女
性
が
集
い
ま

し
た
。
集
会
後
、銀
座
デ
モ
で
「
戦

争
反
対
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
　

４
月
16
日
、『
さ
よ
う
な
ら
原
発

首
都
圏
集
会
』
が
亀
戸
中
央
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
空
襲
と
原
発
投
下
の
被
害
を

　

思
い
起
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況

　

主
催
者
挨
拶
で
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

の
鎌
田
慧
さ
ん
は
、「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
、
大
空
襲
と
原

発
投
下
に
よ
る
甚
大
な
被
害
の
体

験
を
思
い
お
こ
し
た
。
自
民
党
は

核
の
保
有
や
敵
基
地
攻
撃
を
口
に

し
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
軍
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
制
圧
で
大
量
に

被
曝
し
た
。
原
発
が
核
爆
弾
と
同

じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
原
発

を
な
く
な
る
ま
で
、
戦
争
が
な
く

な
る
ま
で
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

福
島
に
と
り
原
発
事
故
は

　

ま
だ
終
っ
て
い
な
い

　

福
島
か
ら
の
発
言
で
、『
福

島
原
発
刑
事
訴
訟
支
援
団
』

の
方
は
「
今
も
６
万
人
以
上

が
避
難
し
て
お
り
、
子
供
の

甲
状
腺
が
ん
は
福
島
だ
け
で

も
２
９
３
人
発
生
し
て
い
る
。

１
万
人
に
１
人
以
上
だ
。
政

府
は
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ
こ

と
を
放
棄
し
て
い
る
。
公
正

な
裁
判
を
求
め
、
最
後
ま
で

頑
張
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
侵
略
を
や
め
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
を
！
改
憲
・
核
共
有
・
軍
拡
を
許
す
な
！

原発も戦争もなくそう！

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
原
発
が　

　

標
的
化
の
危
険
性
一
層
鮮
明
に

　
『
原
子
力
資
料
情
報
室
』
共
同
代

表
の
伴
英
幸
さ
ん
は
「
ロ
シ
ア
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
だ
け
で
な

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
サ
ポ

ロ
ジ
ェ
原
発
も
意
識
的
に
制
圧
し

た
。
い
つ
で
も
原
発
は
標
的
さ
れ

る
危
険
が
あ
る
。
日
本
で
は
原
発

が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も

な
い
。
危
険
性
を
き
ち
ん
と
認
識

し
て
脱
原
発
で
頑
張
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
と
原
発

占
拠
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、「
原
発
も
戦
争
も
な
く

そ
う
！
」
と
訴
え
、
錦
糸
町
ま
で

京
葉
道
路
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
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５
月
１
日
の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

は
、
３
年
ぶ
り
に
参
加
者
を
会
場

へ
入
れ
て
の
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
場
者
数
を
、
会
場
定
員
の
半

分
に
制
限
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、

会
場
は
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
そ
の
中
で

も
、
特
に
、
青
い
作
業
衣
姿
の
東

京
清
掃
の
参
加
者
は
人
数
も
ず
ば

抜
け
て
多
く
、
目
立
ち
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
や
、
日
本
の
改
憲
策
動
を

厳
し
く
批
判
し
、
理
不
尽
な
解
雇

や
非
正
規
差
別
と
闘
う
姿
勢
が
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

HIBIYA
93rd

MAYDAY

中央メーデー
　

中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
４
月
29
日
、

「
１
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
多
様

性
を
認
め
あ
う
社
会
を
目
指
し
、

み
ん
な
が
輝
く
未
来
を

つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
代
々
木
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
会
場
の
真
ん
中
に

ス
テ
ー
ジ
を
配
置
す

る
斬
新
さ
は
、
来
賓
挨

拶
に
？　

松
野
官
房
長

官
、
後
藤
厚
労
相
、
小

池
都
知
事
。
政
府
・
与

党
す
り
寄
り
の
演
出
で

し
ょ
う
か
。
式
典
も
１

時
間
で
終
了
。
ま
あ
こ

れ
も
メ
ー
デ
ー
で
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、

右
翼
の
街
宣
車
が
押
し
寄
せ
、
会

場
警
備
の
組
合
員
が
押
し
戻
す
中

で
暴
力
沙
汰
が
発
生
し
ま
し
た
。

編
集
子
が
50
年
に
亘
り
参
加
し
て

き
た
中
で
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

右
翼
の
妨
害
で
デ
モ
出
発
が
多

少
遅
れ
ま
し
た
が
、
雨
が
降
り
出

す
前
に
土
橋
ま
で
の
行
進
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
の
参
加
者
は
15
人
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
に

比
べ
て
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
元

気
に
行
動
参
加
し
ま
し
た
。

働く者の団結で生活と権利、
平和と民主主義を守ろう！


